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周産期とは、乾乳期～分娩～産褥期を含む分娩 1 ヶ月前～分娩 1 ヶ月後頃の期間を指しま

す。周産期は乾乳、分娩、泌乳開始に伴い乳牛の代謝機能が変わるだけではなく、給与飼料や
飼養環境も変化します。代謝機能や環境の変化は乳牛に大きなストレスをもたらすため、周産期

は疾病が発生しやすい時期です。

乾乳期は、単に泌乳をしていない期間ではなく、乳生産と疾病発生に影響する重要な期間で

す。周産期疾病の主要な発生要因は、分娩後に乳量の増加に見合った乾物摂取量が得られな

いことであり、その結果、乳牛は負のエネルギーバランス状態に陥ります。

分娩後の乾物摂取量を高めるためには、乾乳期の管理が重要であり、乾乳期間中は

①太らせない、②乾物摂取量を低下させない ことが大切です。

＊周産期疾病は分娩後に発生する疾病の総称で、
第四胃変位、ケトーシス、乳熱、低カルシウム血症、
胎盤停滞および乳房炎等が含まれます

本マニュアルは、周産期疾病低減のために、乾乳期の過肥と摂取量の低下を防
ぐことを中心に、乾乳期の適正な①乾乳期間、②飼料設計、③施設と管理 につ
いて整理しました。

泌乳期乾乳期

分娩

摂取量

負のエネルギー

バランス乳量

太りやすい

摂取量低下
（太った牛で顕著）

乾乳

（過剰な体脂肪動員）

周産期疾病の発生

周産期（移行期）

乾乳 分娩

泌乳期泌乳期
乾乳期

乾乳前期 乾乳後期 産褥期
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乾乳期間が 36～55 日の範囲内であれば、総乳量は、乾乳期間が 56～65 日であった牛と
同程度になります。

乾乳期間は 36～65 日程度の幅を持って設定でき、乳生産量を低下させること
なく、周産期疾病の発生リスクを低減できます。

泌乳末期の検定乳量が初産～2 産間で 18 kg 以上、2 産～3 産以上間で 20 kg 以上であ
れば、次産次の低下乳量分を補填することが可能で、かつ牛が太り過ぎません。

乾乳期間を短縮できる牛の条件

乾乳期間の短縮が次産次の乳量に及ぼす影響



第１章 乾乳期間と周産期のモニタリング法

3

1）乾乳期間 56～65 日を基準とした分娩後 56 日以内の疾病の発生確率。1.00 を下回ると疾
病発生確率が低下する（例では 0.45 倍）。 赤字は乾乳期間 56～65 日と比較して、統計的
に有意差がある、または有意な傾向があることを意味する。

乾乳期間が短かった牛では第四胃変位およびケトーシスの発生確率は低下します。乳房炎
は極端に乾乳期間を短くしなければ、発生確率は大きく上昇しないと考えられます（注：乾乳期
間が極端に短かった牛では乾乳期に適切な乳房炎予防措置が取られていなかった可能性があ
ります）。

全ての牛の乾乳期間を短縮するのではなく、乾乳牛群の過密を回避するために一部の牛の乾
乳期間を短縮して泌乳牛群に残すといった、牛群の状態に合わせた適用も可能です。

乾乳期間の短縮が次産次における周産期疾病の発生確率に及ぼす影響

乳量および周産期疾病等のリスクを考慮した乾乳期間の設定基準

乾乳期短縮のポイント

乾乳期間
区分 第四胃変位 ケトーシス 乳熱 乳房炎 第四胃変位 ケトーシス 乳熱 乳房炎

15日以下 0.006 0.34 0.002 1.51 0.001 0.52 0.99 3.62
16～25日 0.66 0.56 0.73 1.61 0.47 0.34 0.79 1.96
26～35日 0.451） 0.64 0.70 1.00 0.61 0.53 0.85 1.09
36～45日 0.79 0.61 0.91 1.06 0.66 0.76 0.86 1.01
46～55日 0.76 0.64 0.86 1.06 0.85 0.86 0.93 1.08
56～65日

初産～2産間 2産～3産以上間

基 準（1.00）

15日以下

16～25日

26～35日

36～45日

46～55日

56～65日

次産乳量は低下する
が、泌乳延長分の乳

量で補填可能＊
リスク低下 変化なし

現在推奨されている乾乳期間

次産次乳量は
大きく低下し、泌乳
延長分の乳量で
補填できない

変化なし
変化なし

変化なし

リスク低下 変化なし

乾乳期間
305日乳量 第四胃変位 ケトーシス 乳熱 乳房炎

2産～3産
以上間初産～2産

2産～3産
以上間初産～2産

2産～3産
以上間初産～2産

2産～3産
以上間初産～2産

2産～3産
以上間初産～2産

リスク
低下

リスク
低下

変化
なし リスク

上昇リスク
上昇

変化
なし

変化
なし

リスク
低下

リスク
低下

    で塗りつぶされた範囲内で乾乳期間を設定可能。
＊初産牛で分娩前 60 日直前の検定乳量が 18 kg 以上、2 産以上の牛で 20 kg 以上の場合。



第１章 乾乳期間と周産期のモニタリング法

4

死廃の発生を予防するためには、牛群検定と家畜診療データの確認、および牛
の観察を行う必要があります。これらにより牛群の現状確認と問題点の抽出を行
い、飼養管理の改善を実施することで死廃の発生を低下させましょう。

過肥：ボディーコンディションスコア（BCS）が 3.75 以上。
牛体汚れ：衛生スコア（飛節～蹄間のふん付着の程度）が 4以上。
跛行：跛行スコア 3以上。
食べていない：ルーメンフィルスコア（RFS）が 2以下。
飛節損傷：飛節スコア 3以上。
乳脂肪異常：初回検定時の乳脂肪率が 5.0％以上。
リニアスコア異常：初回検定時の乳中体細胞リニアスコアが 5 以上。
第四胃変位、ケトーシス、産褥熱および乳熱は分娩後 56 日以内の発生。
産褥牛への特別な監視：体温測定、悪露性状の確認（腐敗臭、膿臭の有無）、腹部の凹みの有無等）
＊北海道草地型酪農地帯Ａ農協管内 76 農場、5 万頭分のデータおよびＡ農協管内 23 農場におけ
る約 1,700 頭分の観察データから作成した。

牛群において分娩後 56 日以内の死廃率が上昇すると収益や乳量が低下します。第四胃変
位、ケトーシス、産褥熱、乳熱等の周産期疾病、初回検定時の乳成分値異常および死産は死
廃率に直接的に影響を及ぼすリスク要因となります。また、乾乳期における過肥、牛体の汚れ、飼
料摂取量不足および肢蹄のトラブルも関連します。飼養管理では、分娩後に産褥牛への特別な
観察を行っていないこと、乾乳から分娩までの過密による飼槽スペースの減少、牛群間の移動回数
が多いこと、休息場所の未整備等が関連しています。

牛群における死廃に関するリスク要因

個体観察＆牛群の発生割合も注意（牛群検定で確認、Web閲覧可）
個体観察（目視による観察、診療データの確認）

分
娩
後

日
以
内
の
死
廃

56

乾乳～分娩まで 分娩後
・産褥牛への特別な監視なし

→リニアスコア異常、乳熱増加

乳脂肪異常

ケトーシス
産褥熱

第四胃変位

死 産

リニアスコア異常

乳 熱
飛節損傷
摂取量不足

過 肥

双子

・牛の移動回数が多い→摂取量低下、ケトーシス増加
・牛床、休息場所が未整備→死産、第四胃変位増加
・1頭当たりの飼槽幅が狭い→摂取量低下

跛 行

牛体汚れ

難産

収
益
低
下

乳
量
低
下
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これらのモニタリングは牛を水平な場所に立たせ、適度に明るい場所で行いましょう。実際には上
記の警戒値が判断できれば十分です。

乾乳時に一度全ての項目をチェックし、問題がある場合は対処を行いましょう。乾乳期間中も定
期的にモニタリングを実施し、スコアが大きく変化していないか、異常なスコアを示していないか確認す
る必要があります。

牛の観察のポイント

観察項目 観察時期・頻度 観察のポイント
・乾乳期間中は変化させない。
・大きく低下した場合は要注意。
・痩せ過ぎも注意（病気の可能性有）。

乾乳牛群導入時
（この間週に1回）

分娩時
・飼料摂取量低下の原因も考える。
・分娩前7日以内は生理的に飼料摂取量が低下するた
め、スコア2が頻出する。

・スコア1は食欲廃絶を意味するため、治療等の対処
が必要なる可能性あり。

・転倒のリスクを避けるため、起立時の背中の湾曲を
確認する程度に留めた方が良い。

・異常がある場合は治療する。
・異常がある場合は治療する。
・スコアが高い足で評価する。
・汚れがひどい場合は腫脹の有無を評価。
・スコアが高い足で評価する。
・分娩予定牛は特に注意して観察する。

BCS

RFS

跛行
スコア

飛節
スコア
衛生

スコア

毎日

乾乳牛群
導入時

乾乳牛群
導入時

週に1回



第１章 乾乳期間と周産期のモニタリング法

6

③ 牛群の周産期における健康状態モニタリング

【分娩後の取り組み】
牛群の健康状態は北海道酪農検定検査協会が運用する“繁殖 Web DL”を活用して監視

します。乳脂肪率異常率、死産率および死廃率は常時観察する必要があります。これらの数値
が要改善となっている場合は最優先に産褥牛（分娩後 21 日までの牛）の監視を強化し、異常
牛の早期発見・治療を行いましょう。同時に、牛群検定や診療データを整理して農場の現状把
握に努めましょう。

【分娩前～乾乳の取り組み】
■第四胃変位、乳成分異常値またはケトーシスが多い
過肥牛や牛体が汚れている牛が多いことが予想されます。搾乳牛の群分け、栄養設計、繁

殖管理の見直しが必要となります。牛体が汚れることを防ぐために敷料の投入等、牛床やパドッ
クを整備しましょう。ただし、乾乳期の飼料給与量を制限すると分娩後に疾病が発生しやすくなり
ます。飼料は飽食給与とし、栄養濃度の見直しを行いましょう。

■乳熱、産褥熱、死産が多い
乾乳期の飼料摂取状態が悪い、肢蹄に問題がある、分娩場所の環境が悪い等の可能性が

考えられます。過密状態の緩和、移動回数の削減、肢蹄の治療が必要となります。分娩エリア
を清潔にし、牛床やパドックで滑らないようにするために敷料の投入等を行いましょう。

繁殖Web DL：（社）北海道酪農検定検査協会が運用している、牛群検定成績がインターネット上
で確認できるサービス。
北海道草地型酪農地帯 A 農協管内 76 農場における各周産期疾病の発生率（分娩後 56 日以内）
第四胃変位：4.5％、ケトーシス：3.2％、乳熱：9.4％、産褥熱：5.7％

牛群の周産期における健康状態モニタリング

【繁殖Web DLで監視】
・乳脂肪率異常率
・死産率
・死廃率

数値が他農場より高い

（例）DLで“要改善”

【産褥牛の監視強化】
・体温測定の実施
・悪露性状の確認
・腹部の凹みの有無を確認

異常牛の早期発見・治療

①最優先に実施 Yes

監視継続

No

第四胃変位、乳成分異
常、ケトーシスが多い。

産褥熱、死産、乳熱が
多い。

②現状を確認
乳検・診療データの活用

分娩後の取り組み 乾乳～分娩時の取り組み
③予防のための対処
【乾乳牛の観察】

過肥である。
観察頻度：週1回程度

牛体が汚れている。
観察頻度：週1回程度

摂取状態が悪い。
観察頻度：毎日

肢蹄に問題あり。
観察時期：乾乳時

分娩場所の環境が
悪い。

搾乳牛群分け、栄養設計、
繁殖管理の見直し。

牛床、パドックの整備。

過密の緩和、移動回数の
削減、肢蹄の治療。

肢蹄の治療。
牛床、パドックの整備。

敷料の投入。
床が滑らないようにする。

【飼養管理の見直し】
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分娩前日数

乾乳期の 1 日当たりの乾物摂取量は、初産牛で 12～13kg、
2 産以上の経産牛で 13～15kg が目安となります。
体重当たりの乾物摂取量は、産次に関わらず 1.8～1.9%程度です。

乾乳期間や群分けに関わらず、分娩前の乾物摂取量は分娩の 2 週間前頃から低下し始め、
分娩の 1 週間前には大きく低下します。そのため、周産期の施設と管理に注意して、分娩前の乾
物摂取量の低下を最小限に抑えましょう。

飼料の切替え

●2産以上
○初産

●2産以上（飼料中 TDN68%）
＊2 産以上（飼料中 TDN62%）
○初産（飼料中 TDN68%）

泌乳延長

（kg/日）

（kg/日）

乾乳期間 60 日・二群管理

乾乳期間40日・一群管理

【1 日当たりの乾物摂取量】

乾乳後期乾乳前期

【乾乳後期】
初産 12～13kg

2 産以上 14～15kg

【乾乳前期】
初産 12kg

2 産以上 13kg

【1 日当たりの乾物摂取量】

【全乾乳期間】
初産 13～14kg

2 産以上 13～15kg

乾乳期間
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乾乳期間 60 日・二群管理では、

乾乳前期は TDN55%・CP12%、乾乳後期は TDN68%・CP14%
乾乳期間 40 日・一群管理では、

乾乳期間を通じて TDN62%・CP14% （ただし、初産牛は TDN68%・CP14%）

栄養価の低い粗飼料を混合する場合は、選び食いを避けるため、5cm 以下に細切しましょう。

好ましい切断長

乾乳期間を 60 日とする場合は、乾乳前期と後期の二群に分けて栄養管理をします。

【乾乳前期：分娩予定 60～22 日前】
エネルギー要求量が低く、太りやすい時期です。飼料中の TDN は 55%、CP は 12%（いずれも

乾物中）程度で要求量は満たされます。TDN50～55%程度の牧草サイレージや乾草を用い、ル
ーメン容積を確保しつつ、太らせないようにしましょう。

【乾乳後期：分娩予定 21 日前～分娩】
分娩が近づくにつれて摂取量は低下しますが、胎子への養分要求量は増加します。飼料中の

TDN は 68%、CP は 14%（いずれも乾物中）に高めましょう。

乾乳期間を 40 日とする場合は、群を分けず一群管理で栄養管理をします。

【2 産以上の経産牛】
ルーメン容積を確保しつつ、太らせないために、二群管理の乾乳後期飼料よりもエネルギー含

量の低い飼料を給与します。細切した麦稈等をTMRに混合することは有効です。飼料中のTDN
は 62%、CP は 14%（いずれも乾物中）が推奨値です。

【初産牛】
乾乳期間が 40 日の場合、経産牛と同じ低エネルギー飼料では、要求量に見合った養分が摂

取できません。飼料中の TDN は 68%、CP は 14%（いずれも乾物中）にしましょう。

切断長が長いと
採食されずに残ります

乾乳期間 60 日・二群管理

乾乳期間 40 日・一群管理
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ギ
ー
過
剰
に
注
意

し
ま
す
。

TD
N
50～

55%
D
M
程
度
の

牧
草
サ
イ
レ
ー
ジ
や
乾
草
を
用

い
ま
す
。

・乾
物
摂
取
量
が
低
下
し
や
す

い
時
期
な
の
で
、飼

養
環
境
に

注
意
し
、飼

養
場
所
の
移
動

は
で
き
る
だ
け
避
け
ま
す
。

（
第
3章

参
照
）

・・ 麦
稈
等
の
栄
養
価
の
低
い
粗

飼
料
を
TM
Rに
混
合
す
る
場

合
は
5cm

以
下
に
細
切
し
、

選
び
食
い
が
生
じ
な
い
よ
うに
し

ま
す
。

飼
養
環
境
は
二
群
管
理
の
乾

乳
後
期
に
準
じ
ま
す
。

・酪
酸
発
酵
や
カ
ビ
が
発
生
し
た
粗
飼
料
に
よ
って
、乾

物
摂
取
量
が
低
下
す
る
ことが

な
い
よ
うに
し
ま
す
。

　TD
N
；
可
消
化
養
分
総
量
、N
E
L ；
正
味
エ
ネ
ル
ギ
ー
、CP；

粗
蛋
白
質
、M
P；

代
謝
蛋
白
質
、D
M
；
乾
物

*
日

本
飼

養
標

準
・
乳

牛
（
2
0
1
7
年

版
）
よ
り
算

出

二
群
管
理

一
群
管
理

乾
乳
期
間
　60日

乾
乳
期
間
　40日

乾
乳
前
期

乾
乳
後
期

-
（
分
娩
予
定
60～

22日
前
）

（
分
娩
予
定
21日

前
～
分
娩
）

（
分
娩
予
定
40日

前
～
分
娩
）

1.8%
1.9%

1.8～
1.9%

初
産
 12kg

初
産
 13kg

初
産
 13kg

2産
以
上
 13kg

2産
以
上
 15kg

2産
以
上
 14kg

55*
68

62 （
初
産
で
は
68）

1.3
1.6

1.4 （
初
産
で
は
1.6）

・嗜
好
性
の
良
い
粗
飼
料
を
用
い
、飽

食
給
与
を
基
本
とし
ま
す
。

12
14

14
1,000

1,100～
1,200

1,100～
1,200
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乳牛の周産期のミネラル給与について、特に、カルシウム（Ca）とリン（P）は乳熱の
発生に大きく関わることから、他の時期よりも厳密に管理する必要があります。

乾乳期におけるカルシウム（Ca）とリン（P）の要求量

乾乳期におけるカルシウム（Ca）と
リン（P）の要求量は日本飼養標準・
乳牛（2017 年版）と NRC 乳牛飼養
標準（2001 年版）に示されていま
す。

NRC 乳牛飼養標準では、Ca が
35～45g/日であれば、牛の Ca 要求
量を満たすが、乳熱を予防できるわ
けではないとしています。また、飼料
中の P は 40～50g/日が推奨されて
おり、25g/日以下では低 P 血症やダ
ウナー症候群の、80g/日以上では
乳熱の危険性があるとしています。

飼料中の Ca 給与量の調整方法

３産目以降の分娩を迎える乳牛
に対して、乾乳期間 30～40 日に短
縮する場合、泌乳期には飼料中に
Ca 剤を多く添加し、乾乳期には Ca
剤を添加せずに、分娩直後に経口
Ca 剤を投与することが推奨されま
す。また、乾乳期間が通常の 60 日で
あり、乾乳前期の飼料に Ca 添加し
なかった酪農場において、１頭当たり
100g/日の Ca を添加するように変更
した場合、周産期疾病発生率が低
下傾向を示した例が認められました。

その他の乳熱予防方法と留意点
乳熱を予防するその他の方法として、日本飼養標準や NRC 乳牛飼養標準等では、①分娩時

の Ca 剤の経口投与、皮下または静脈内投与、②飼料への Mg の添加、③分娩１週間前のビタミ
ン D3 の筋肉内注射、④飼料中のカチオン（陽イオン）・アニオン（陰イオン）バランスの制御、⑤オリゴ
糖の一種である Difructose anhydride(DFA) Ⅲの分娩前後の給与が記されています。

ただし、どのような場合においても効果が期待できるのは、給与飼料を十分に摂取
できるような施設や環境条件が整っており、きちんとした飼養管理がなされている必要
があります。

泌乳後期 乾乳期 泌乳前期

Ca含有率
（乾物中）

0.84% 0.40% 0.83%

P含有率
（乾物中）

0.33% 0.29% 0.30%

乾乳期間短縮牛に対する各時期における
給与飼料全体でのCaとPの含有率の一例

時期 要求量（g/日）

分娩９週前～分娩４週前 0.0632×体重（kg）

分娩３週前～分娩 0.0708×体重（kg）

時期 要求量（g/日）

分娩９週前～分娩４週前 0.0390×体重（kg）

分娩３週前～分娩 0.0425×体重（kg）

出典：日本飼養標準・乳牛（2017年）

カルシウム（Ca）

リン（P）

乾乳期におけるカルシウムとリンの要求量
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タイストール形式の構造

牛床の長さ
170cm以上

タイレールの高さ
80cm以上

起き上がるときに頭の振り出し動作
を円滑に行える構造が求められます

乾乳施設と分娩施設の一体化

ゲート

ゲートを配置して分娩直前の牛を
分離できるようにしましょう

タイストール形式における牛の配置

分娩牛エリア

分娩前の牛は一緒に配置して
観察を徹底しましょう 搾乳牛エリア

フリーバーン形式で、1 頭当りの面積は分娩施設で 13m2 以上、乾乳施設で

10m2 以上が推奨されます。分娩施設の休息場所の敷料は、麦稈で厚さ 15cm

以上（マットレスや 3cm 以上の厚さの床資材を併用する場合は厚さ 8cm 以上）が勧められます。

休息場所の定義
休息場所
敷料が麦稈で
厚さ15cm以上

飼槽側の通路など敷料が十分に入ってい
ない部分は休息場所に含まれません

つなぎ形式の場合は、十分な広さがあり、起
き上がりしやすい構造にし、敷料を十分に投入
することが求められます。

乾乳施設と分娩施設が同一の建物になっ
ており、ゲートで区分して分娩施設への移動を
最小限にできることが勧められます。乾乳施設
と分娩施設が離れている場合は、分娩兆候が
発現してからの移動が勧められます。

分娩場所がタイストール形式の場合は乾乳
牛を一ヶ所に配置し、分娩監視、飼料摂取量
の観察を強化しましょう。また、初妊牛は馴致
を実施し、経産牛と別のエリアに集めて飼養す
ることが勧められます。

周産期施設では休息場所に敷料が十分に
あることが最低条件になります。パドックや除ふ
んが不十分な場所は休息場所に含まれませ
ん。
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・搾乳牛群頭数 100 頭（初産割合 38.5%）

・乾乳期間 40 日、変動率 25%

・採食通路を整備し、頭数変動に対して採食通路に敷料を投入することより

休息場所面積を拡大することができます

①経産牛分娩頭数（頭） ＝搾乳牛頭数（頭）×1.05（変動率）÷12（ヶ月）

②乾乳牛（経産）頭数（頭） ＝乾乳期間（日）÷30 日×①

③初妊牛頭数（頭） ＝［①×（搾乳牛群の初産割合（％）／100）］÷12（ヶ月）

④乾乳牛施設収容頭数（頭） ＝②×（１＋変動率１））

⑤初妊牛施設収容頭数（頭） ＝③×（１＋変動率１））

⑥乾乳前期群頭数（頭） ＝［（乾乳期間（日）－乾乳後期の日数（日））÷乾乳期間（日）］×④

⑦乾乳後期群頭数（頭） ＝乾乳後期の日数（日）÷乾乳期間（日）×④
1）変動率：農場による年間の分娩頭数の変動から推定する（0.25～0.40 の範囲が一般的）

設計例①
（床面積466.56m2）

施設設計のために乾乳牛の収容頭数を計算しましょう。毎月の分娩頭数は大き

く変動するため、乾乳期間を短くして、乾乳牛を調整することにより、過密を防ぐこと

も勧められます。

1
4
,4
0
0

7
,2
0
0

分娩場所

3
,6
0
0

3
,6
0
0

休息場所 休息場所

採食通路 採食通路

給飼通路

32,400

1200 3,600 16,800 10,800 1200

分娩房 乾乳後期+初妊牛
（10頭）

乾乳前期
（6頭）

水 水



第３章 周産期施設と管理

13

設計例②
（床面積479.52m2）

・搾乳牛群頭数 100 頭（初産牛割合 38.5%）、乾乳期間 60 日、変動率 25%

（搾乳牛群頭数 150 頭（初産牛割合 38.5%）、乾乳期間 40 日、変動率 25%）

・床面積を低減するため、前期をフリーストール形式で設計しています

・採食通路を設置していないため、頻繁な除ふんと敷料の交換が必要です（除

ふん作業のためのパドックを併設します）

D型ハウスを改造した事例

古いD型ハウスを快適な
分娩施設に改造しましょう

パイプハウスで新築した事例
分娩場所
（分娩房）

乾乳施設
（フリーストール）

パイプハウスで低コストに
建築することもできます

フリーストールの分娩施設への改善

フリーストールの隔柵を取り外し、通路にも
敷料を入れると、分娩しやすい環境に改善
することができます

分娩場所

通路床の溝施工によるスリップ事故防止

通路の溝は深さ1cm、幅1cm
で間隔は4.0～7.5cmがお勧め
です

床

給飼通路
水

リ ー ー ル 牛

3
,6
0
0

1
0
,8
0
0

1200

44,400

3
,0
0
0

4
,2
0
0

分娩場所

26,40014,400 12001200

休息場所

採食通路

ス トフ

水

乾乳前期
（12頭）

乾乳後期＋初妊牛
（14頭）パドックパドック

水
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・搾乳牛群頭数 200 頭（初産牛割合 38.5%）、乾乳期間 60 日、変動率 25%

(搾乳牛群頭数 300 頭（初産牛割合 38.5%）、乾乳期間 40 日、変動率 25%)

・初妊牛施設を分離し、初妊牛の管理を重視する設計です

・一度に建築できない場合は、半分ずつ建築することもできます

給水器の設置例

給水器

給水器は休息場所から飲水できな
いようにします

設計例③
（床面積880.32m2）

周産期施設の増築

最初は分娩施設を建築して
その後に対面に乾乳施設を建
築する方法もあります

増築

2
6
,2
0
0

33,600

3
,6
0
0

4
,2
0
0

3
,6
0
0

分娩場所

7
,4
0
0

7
,4
0
0 休息場所 休息場所

採食通路 採食通路

採食通路 採食通路

給飼通路

水

3,600

9,600

30,000

3,600

3
,6
0
0

2
,5
0
0

分娩場所

2
,5
0
0

2
,40

0

水

水

水

休息場所

↓増築

20,400

初妊牛後期
（7頭）

乾乳前期
（2産以上20頭）

水

乾乳後期
（2産以上19頭）

水

水
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